


















































































































あり、〈記六郎左衛門上書には、「株場は本田を養ひ侯こや 馬を飼立候場所」とあって、いずれも 草 必要を説いている。このように肥草給源と 採草地の必要は近世に於ける多くの農書・地方書に書かれて るところである。
採草地が肥料給源として大切であったことは秋田藩の場合にもいえるのであって、東遊雑記には大館かち久保田に至










略）肥草等－一迷惑致侯－一付」等々の字句が散見され同様 事を示している。更に、寛政八年六月の仙北郡田 角館外ノ山江草飼入会御検使ケ条 も、「先年よ 刈 一と通 由之場所－一御座候所夏草共－一被仰付侯」とあり、又、「右柴立伐払候而草 可致旨被仰渡（中略）右柴立不残伐払御田地守護仕候様ニ被仰付被下度奉願上候」とあるが、草飼不足で御田地を守護することが出来ないと肥草が不足しては困ることを示 おり、採草 から刈敷と肥草を採取していた事がわかる。このように肥草の利用を示す史料は他 も多い 、要するに秋田藩に於ける近世自給型農業経営上、採地は肥料給源として非常に重要な役割を果していたであろう事が考えら執 。
この事は又、秋田藩のみでなく近隣の諸藩でも同様であったらしく、文化二年仙台藩下胆沢小山村栗生沢松木沢御村










































































可仕草は其村々 用之外隣郷草地無之処へ如定之為刈取可申事」とあるが、これが実行されたとして、村中入会、他郷入会（他村持入会）の採草地の存在を示す一例であろう。又、宝暦十二年二月の林取立役定書には、「村々弁山之大小・草飼場之善悪・広狭・他郷入会之州飼場分明に考ひ」とあるが これも他郷入会の採草地の存在を一 す一例である。これらの事は他の多くの史料にもみえており、 としての採草地により多くの考究すべき問題が していると思う。さて、入会採草地を利用する場合に、そこに入会う村々、或は人々の間には、そ 権利が何時の場合も平等であり 無制限であったと 言い難い であ
っ
て、そこには色々の制限がなされている。即ち、採取物の種類、入会時期（期限）
採取用具、入会人数、採取場所、採取方法 採取者資格、採取量等の制限である。そしてこれら 諸制限は採 地の保護維持に基づいてきめた場合が多かったものと思われる。
延一口子常陸民間旧事には、「村中不残田植仕廻申候翌日『時雨あそび』とて役人より触を出し申侯、此日坪々に而寄合











































て柏木内新田村鎌数、先年之通リ武拾五数ニ市 事、一 管場ニ有之下タ草之儀者、地元・入会共ニ壱日是迄之通リ刈取可申俣事 一、草飼処－一有之葛者地元入会村共－一同様之事」とあり、種々の制限がなされたことがわかる。第一には採草期日の制限、即ち、田の草取を終
っ
て三ケ村が申合せて朝草十日間、菅場の下草は一日というのがそ



































（ 印 ）（ 日 ）（ 吃 ）（日）（川崎）
地方凡例録日本経済叢書巻三十一秋田県史第二冊二七九頁日本林制 資料第一九巻秋田藩宝暦十二年二月日本農民史料緊粋第 巻四七八頁日本林制史資料第一九巻秋田藩文久二年二月同右書慶応二年 月
正徳二年十月寛保三年七月延享元年十月安永六年四月寛政八年六月文政十－年八月安政元年九月安永三年六月
一二七頁





























草・萱壱駄伐共御役掛ケ自由仕候所」とあり、運上山井内山で役銀を出して株その他前記 ものを採取していたことがわかる。又、同書には炭釜一笛三人組の役銀九匁宛、釜木川流錨一挺につき役 一匁六分宛、壱駄に付ては錯一挺につき役銀一匁二分宛、鈴勢は一挺につき役銀五分宛を出 ているとあるが、草飼役銀は、「草刈候鎌役出候儀は無御座侯得共（中略）草刈侯村龍毛村・山田 ・金山村右三ケむら跡々より草飼候得共御役銀出不申候事」とあり、出していないようである。
文化三年の野山役銀党には、河原村・東前郷村・田中村・西荒井村の大野草飼分の役銀が記載されている。それによ





















































































































































































































































































々はこれを示している。又、 飼入会地へ 道造りも又大事 事であっ と思われる 、「草飼入合道造之儀ハ其村立合之上鎌札壱数ニ付人足壱人甥壱丁ニ付同壱人、其村
λo
指出し可申侯尤水元三ケ村ハ家ゐけ壱人宛是迄之通り指出し可申
























































（ 日 ）（民）（ げ（山崎）（ 印 ）（却）（ 幻（沼）



























同右書文久三年 月〜等同右書安政二年同右書宝暦十一 十月日本林制史資料第一巻江戸幕府法令寛保二 四月同右第一九巻秋田藩安永七年七月同右書享保二十年 一月日本林制史資料第一 江戸幕府法令寛保 年四月地方凡例録日本経済叢書 三十一 二七頁日本林制史資料第｝九巻秋田藩慶応二年九月同右書天保五年四月
（ 幻 ）（ 斜 ）（ お ）（ お ）（ 幻 ）（ お ）
29 
























で新規は認めない にかかわらず何等か 形で草飼入会を許してい 秋出藩
ω
採草地論争の中で特殊な例としては






（後 略 ） 」
とあるのをみてもそれが推定出来る。
この他に秋田藩の特殊例としては為政者同志、即ち木山方対郡方法叩争がある。この論争は村対村の場合と違って、

























































って、正徳二年四月の新林取立方仰渡覚書 は、「村々林取立候義先年ぷ被仰渡候他郷入佐川野山成とも草刈場之外陣不成所村限－一致相談林取立可申候」とあり、草刈場には をしないこと い が、宝暦十二年二月八日の林取立役定書によると「村々草飼場其外とも林取 指障無之段郷人共願出 ハ、各吟味之上郷人共願書え印形句綱本方え可申出侯」とあ
円
て、草飼場でも障りにならないところは林取立を願えばこれを許可することにしている。文化二年九月
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